
 
 
 
 
 
  

 

 

 

新潟民医連下越病院職員 6 人が、宮城県多賀城市で、ボランティア活動を行

った際の活動報告が届きましたので紹介致します。 

 

  

私は、東日本大震災から１ヵ月後の４月に、全日本民医連からの被災地支

援要請で松島の支援に参加しましたが、あの時に目にした光景は一生忘れる

事はないです。テレビで流れてくる映像である程度は頭の中で理解はしてい

るつもりでいましたが、実際の被災された場所はとても筆舌に尽くせるよう

な状態ではありませんでした。ただ、道路を一本挟んで右と左とでは目にす

る風景が全く違っていて、とても不思議な感覚でした。そして、こう強く思

う様になりました。「おれは生きているんじゃなくて、生かされてる。だった 

ら何をするべきなのか」と。  

 松島支援の日程が終了し、もどかしい気持ちのままで新潟に帰って来ましたが、院内でボランティアの希望者を募ったところ、全

日本の被災地支援に参加した経験を持つ ME 課職員と病棟看護師、ボランティア未経験の彼らの同僚、同じく、ボランティア未経験の

リハビリ課職員の５名が手を挙げてくれ、私を含め６名で全日本の主導ではない、全く私的なボランティア活動をスタートさせる事

が出来ました。支援先の選定についてはネットであちこち検索しましたが、偶然にも院内に七ヶ浜町出身の職員がいて、現地の話を

聞かせてもらい、最終的に、近隣の多賀城市の震災ボランティアセンターの活動に参加する事にしました。ボランティアセンター経

由の活動という事で当方の希望する作業が選べず、受け付け順で、被災され

たお宅の庭に流入したヘドロの除去作業となりました。正直なところ、もっ

と、生活に困窮している地域をお手伝いしたかったです。（もっとも、ヘドロ

自体は臭いんで除去してほしいというニーズはわかるんですが ）ただ、今回

初めてボランティア活動に参加した若い職員から「 困っている人の力になれ

てよかったです ! 」と私が感じてしまった後ろ向きになりかけた気持ちを打

ち消してしまう強い言葉をもらいました。それと「また、参加したいっす ! 」  

 今回のボランティア活動については、ボランティア保険の加入、現地まで

の高速道路の料金の免除の手続き等々については各方面のたくさんの方々か

ら貴重なアドバイスをいただき、初めての作業もなんとか終わらせる事が出

来ました。（元々、こういった面倒な手続き事をするのは苦手です）又、院所

管理部からは全くの私的なボランティア活動にもかかわらず金銭面の補助制

度を新設していただき、ネックだったガソリン代についても何とかする事が

出来ました。（この新設された制度で今後の継続的な支援活動が可能になりま

した ! )  

 私の所属する部署でも、他部署でも全くの個人で被災地に支援に行っている

職員や、「チーム下越」という院内ボランティア組織で、料理上手を生かして

昼ごはんカンパを行っている職員も大勢います。皆、自分でできるボランテ

ィア活動を行っています。被災された皆さんが１日でも早く復興する様に。  

また、行きますんで、全日本民医連のネットワークを生かして詳細な情報が

もらえたらって思ってます。 （匿名希望さんより）  

 


